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『たがサポ』とは？ 

『たがサポ』の機能って？ 

2009年5月 
市民活動や地域活動をしている方、

これからしたいと思っている方に役立

つ情報を隔月で発信しています。 
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    情報サロンの奥は宝の山です！ 

 情報に埋もれないようご注意ください。 
 

→詳しくは下のコーナーへ 

今 月 の ひ と コ マ 

情報サロンの奥にある団体情報ファイルをご存知ですか？ 

ここには多賀城市内はもちろん県内・県外で活動している

およそ360の市民活動団体の情報が保管されており、開館時

間内ならいつでも自由に見ることができます。 

団体情報は県内・県外・二市三町（多賀城市・塩釜市・利

府町・七ヶ浜町・松島町）でそれぞれ10種類（福祉、環境、子

ども・社会教育等）の活動分野に分かれており、知りたい団体

の情報を効率的に調べることができます。 

団体情報ファイルの中にはパンフレットやイベントチラシ、会

報、新聞記事、報告書、規約等が1団体ごとに保存されてい

ます。 

市民活動をしている方にとっては、他団体のチラシやパンフ

レットから自分たちの活動に役立つ情報を手に入れることもで

きますし、困りごとがある方にとっても、団体情報を見ればどの

団体がどこでどのようなサービスを提供しているかを知ることが

できます。 

団体の情報を公開することで、いろいろなつながりが生まれ

るかもしれません。あなたの団体の情報もぜひお持ちください。 

ここは市民活動の情報の宝庫です。 

もし「団体情報ファイルを見たことない！」という方がいれ

ば、今すぐたがさぽへ！ 
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平成平成平成平成20202020年度年度年度年度    「「「「たがサポたがサポたがサポたがサポ」」」」利用状況報告利用状況報告利用状況報告利用状況報告    
 平成20年6月1日に開館した「たがサポ」も平成21年3月末で開館から10ヵ月が経ちました。 
 平成20年度の「たがサポ」の利用状況をご報告いたします。 

●14,001名の方にご利用いただきました 
 

 会議室などの貸室、予約なしで自由に利用で

きるフリースぺース、市民活動に関する相談な

どで「たがサポ」を14,001名の方にご利用いた

だきました。 

 利用の多いのは9・10・11月。この時期はイベ

ントなど外部の方も参加できる事業を行う団体

が多いようです。 
 

 

●878件の情報を掲示しました 
 

 市民活動団体などが開催するイベントのチラ

シ、ポスター、団体紹介のパンフレット、定期

的に発行しているニューズレターを掲示してい

ます。10ヵ月間で878件の情報が持ち込まれまし

た。 

 8・9・10月は特に多く、この時期は活発に活

動が行われていることがわかります。 
 

 

●297件の相談が寄せられました 
 

 「ＮＰＯって何？」というような基礎情報の

問い合わせから、「たがサポ」の利用の仕方の

相談、ボランティアを必要としている方からの

問い合わせなど、さまざまな相談が297件寄せら

れました。特に「新しく団体を立ち上げたい」

「多くの人に自分の活動を知ってもらうにはど

うすればよいか」という団体の運営に関する相

談も多く寄せられました。 

 
●団体情報ファイルには357団体の情報が 
 集まっています 
 

 「団体情報ファイル」は、県内・県外・二市三

町で活動している市民活動団体情報を分野ごとに

ファイルしていて、自由に閲覧することができま

す。ファイルの中には、団体紹介シートやパンフ

レット、イベントチラシ、会報、新聞記事、報告

書、規約等がストックされています。「福祉」

「子ども・社会教育」「まちづくり」の分野の情

報が特に多く集まっています。 
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チラシ
ポスター
ＮＬ
総数

二市三町 県内 県外 合計

市民活動支援 1 7 39 47

福祉 4 38 10 52

スポーツ・健康・医療 3 18 13 34

人権・ジェンダー 0 11 9 20

子ども・社会教育 6 32 19 57

環境 6 17 9 32

まちづくり 8 24 15 47

国際交流・協力 5 5 9 19

文化・芸術 1 17 4 22

シニア 0 8 0 8

その他 0 11 8 19

合計 34 188 135 357

支援対象

92件

施設利用

相談

70件

市民活動

相談

76件

受益者から

の相談

21件

その他

24件
【相談の種類別件数】

★今年度も「たがサポ」をどんどん活用してください。みなさんの活動をお手伝いします！ 
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 活動年数…設立から10年以上経過している団体が最も多く、次いで設立から5年未満の団体が多い

です。 

 会員数…10～29人の団体が最も多いです。 

 活動分野…「子ども・青少年」「教育・学習支援」「地域・まちづくり」「福祉」の分野で活動し

ている団体が多いです。中心的な活動でみると「障がい者」「子ども・青少年」「環

境・エコロジー」の分野で活動している団体が多いです。 

 予算規模…10万円未満の団体が最も多く、次いで10万～30万円の団体が多いです。半数以上が30万

円以下の予算規模で活動しています。 

 収入源の割合…「会費」が最も多く、次いで「行政からの補助金・助成金」「前年度からの繰越

金」と続きました。「会費」のみで運営している団体も３割強を占めています。 
  

  平成20年6月の多賀城市市民活動サポートセンター開館により、運営上の課題のうち、活動場所

の確保や市民活動に関する情報の収集、団体の情報発信がしやすくなったという効果が出ているよ

うです。 

 

 

 
 

 
 

                  

 

 
 

  自治会・町内会等地縁組織と連携・協力したいと思っている団体は、地域の人に団体への参加・

協力を期待する意見が多い結果になりました。一方で、連携・協力するための情報や出会いの場が

不足していることがわかりました。 

  企業と連携・協力したいと思っている団体は、企業に支援を期待する意見が多い結果になりまし

た。やはり連携・協力するための情報や出会いの場が不足していることがわかりました。 
 

 
           ※なお、詳しい調査結果については、インターネットで公開する予定となっています。 
            また、結果をもとに、これからの市民活動サポートセンター事業の検討の際の基礎 
            データとさせていただきます。ご協力いただいたみなさま、ありがとうございました。 
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平成平成平成平成20202020年度年度年度年度    「「「「市民活動調査市民活動調査市民活動調査市民活動調査」」」」実施報告実施報告実施報告実施報告    

 平成21年2月、多賀城市を中心とする地域で活動
する市民活動団体の現状や、市民活動サポートセン
ターの利用者ニーズを把握することを主な目的とし
て「市民活動調査」を実施しました。対象は、多賀
城市内で活動している市民活動団体や生涯学習団体
です。 
 多賀城市内の市民活動団体の運営の状況がみえて
きた調査結果の概要をお伝えします。 

＜調査内容＞ 
 ①団体の概要について 
 ②多賀城市市民活動サポートセンターについて 
 ③地縁組織との連携の実態及び意向について 
 ④企業との連携の実態及び意向について 
◇調査方法 郵送 
◇調査対象 74団体 
◇回答数  52団体  ◇回収率  70.3％ 
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◎市民活動サポートセンターを利用したことがあると答えた31団体に対して、利用したことによる効果を
聞きました。（複数回答可） 

１. 日常的に集まったり、活動する場所を確保することができた 

２. 他団体の情報や団体運営に役立つ情報を得ることができた                 

３. 団体紹介やイベントなどの情報を発信しやすくなった 

４. 団体の認知度が上がった 

５. 活動内容を充実・拡大することができた 

６. 他の市民活動団体とのネットワークができた 

７. その他                                       

８. 特に効果はなかった 

●多賀城を中心に活動する団体の状況とは 

●たがサポを利用したことによる効果とは 

●地縁組織や企業との連携について 
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多賀城市市民活動サポートセンター通信 た+す+と 第6号 2009年5月  

たがサポをたがサポをたがサポをたがサポを拠点拠点拠点拠点にににに活躍中活躍中活躍中活躍中！！！！～～～～共同事務室入居団体紹介共同事務室入居団体紹介共同事務室入居団体紹介共同事務室入居団体紹介③③③③    

当センターの２階には、市民活動団体の簡易事務所として活用できる事務用ブース
があります。この事務用ブースを拠点としながら、さらにステップアップしようと活
動する入居団体を紹介していきます。 
第３回目は「アフタースクールのびのびクラブ」さんにお話を伺いました。 

●ないものを自分たちで創り出す 
  

 アフタースクールのびのびクラブは、心身

に何かしらの困りごとを持つ子どもと、その

兄弟や姉妹たちが、笑顔で過ごせる場所をつ

くっている団体です。「放課後や休日に学校

や家庭以外で、子どもたちが安心して過ごす

場所がない」このことに気づいた主に自閉症

の子どもを持つ親たちが集まり話し合ったと

ころ「なければ自分たちで子どもの居場所を

つくろう」ということになり、2005年の夏か

ら始まった活動です 

 現在、市内２つの小学校で週１回ずつ１～

２時間程度、放課後クラブを運営していま

す。普段は体育館を利用した運動遊びが中心

ですが、長期の休み期間にはパンづくりなど

の体験プログラムも実施しています。１回平

均５人の子どもたちが利用しており、親たち

がお互いに子どもたちの面倒をみあう形で運

営しています。親にとっては子育ての不安や

悩みを相談したり、情報交換の場にもなって

います。 
 

●新しい取り組みからみえたもの 
 

最近では、美術ワークショップという新し

いプログラムも始めました。 

「普段は自分のことをうまく表現できない

子どもでも、絵を描くことで自分を表現する

方法として新たな発見につながった」と代表

の倉田さんは話してくれました。 

これまで開催したワークショップの成果を

「あつまりどころ虹」という市内のフリース

ペースで展示発表しました。自分の描いた絵

を発表することで、子どもたちの自信にもつ

ながったようです。 
 

●担い手を募集中 
 

 当事者とその家族が中心となって活動して

いるゆえの課題もあります。それは活動の担

い手です。 

親たちがお互いに子どもたちの面倒をみる

のが運営の中心となっていますが、自分の子

どもの具合が悪いときには活動に参加できな

いことがあります。その分、放課後クラブを

運営する大人が減ってしまいます。 

子どもたちがいつでも安心して通うことが

できる放課後クラブを実現していくために

は、安定した運営が不可欠と考え、活動を支

えてくれるボランティアを募集しています。

希望者の見学も受付しているとのこと。料理

や工作、昔遊び、レクリエーションなど、自

分の得意なことを活かして、子どもたちを笑

顔にするお手伝いをしてみませんか。 
 

●“当たり前”の地域をめざして 
 

めざすのは市内すべての小学校に放課後ク

ラブをつくることです。「家族の中だけでは

なく、同年代の友だち、年代の異なる友だ

ち、家族以外の大人の中でこそ、子どもたち

は育つもの。それは障がいのある、ないに関

わらず同じことだと思うのです。子どもたち

の普段の行動範囲の中で、安心して笑顔で過

ごせる居場所が当たり前にある地域であって

ほしい。」と代表の倉田さんは話してくれま

した。 

子どもが安心して過ごせる地域づくりを実

現するためには、行政や地域の人たちと一緒

に取り組みを深めることが大切です。アフ

タースクールのびのびクラブの活動は、その

ための一歩としても大きな意味を持っていま

す。 
 

 

子どもが笑顔で過ごせる場所を 
アフタースクールのびのびクラブ 

アフタースクールのびのびクラブ 
  〒985-0873 

  多賀城市中央2-25-3 

  多賀城市市民活動サポートセンターレターケースＮｏ．１ 

  ＴＥＬ・ＦＡＸ：022‐366‐3185 
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たがサポ ブックレビューたがサポ ブックレビューたがサポ ブックレビューたがサポ ブックレビュー    

「「「「ＮＰＯＮＰＯＮＰＯＮＰＯがががが社会社会社会社会をををを    
        変変変変えられないえられないえられないえられない５５５５つのつのつのつの理由 理由 理由 理由 」」」」    
  
 発行日：2005年4月 

 編集・発行：特定非営利活動法人 

       せんだい・みやぎＮＰＯセンター 

 

 タイトルを見ると「ずい

ぶん大げさなだなぁ。」と

思うかもしれません。この

本は2004年に開催された連

続講座をもとに作られたも

のです。ＮＰＯが社会を変

える手法の1つとして行政へ

の政策提案があります。講

座 で は、「権 利 を 知 ら な

い」「制度を知らない」「調べられない」「形に

できない」「伝えられない」というＮＰＯが社会

を変えられない5つの大きな要因を克服するための

智恵やノウハウが講師陣から提供されました。 

ＮＰＯ側は、自分たちの権利を知らないし、自

分たちの思いをうまく形にして伝えることもでき

ていない場合が多いです。行政に対して不満や怒

りを口にするだけでは社会は変えられません。行

政とＮＰＯがお互いの長所を活かした対等な関係

を新たに築くことができれば、社会を変えられる

はずです。この著書の中には、ＮＰＯが「社会を

変えたい！」という熱い思いをどうすれば形にで

きるか、そのノウハウがぎっしりと詰まっていま

す。熱い思いをうまく形にできないでいる方、必

読です！ 

■図書販売コーナー 
 ＮＰＯ・市民活動団体が発行する図書（報告書、パンフレット等）を販売しています。 
 詳しくはお問い合わせください。 
●お預かりします：ＮＰＯ・市民活動団体が発行する図書等をお預かりし、市民の皆さんへ販売をしています。
自分たちの活動を広く知ってもらう機会となるだけでなく、団体の収益にもつながります。 
●購入できます：一般の書店では見つけにくい団体の書籍もあります。購入していただくことで、 
  団体をより深く理解することができるとともに、団体の支援にもつながります。 
■閲覧図書コーナー 
 情報サロン内にある市民活動に関する図書・雑誌が閲覧できます。 

図書販売コーナーおよび閲覧図書コーナーから、スタッフおすすめの1冊を紹介します。 

    「たがサポ」１階の情報サロン内の書籍の

貸出を６月１日（月）より始めます。 

 

 「たがサポ」の書籍は、市民活動、ＮＰ

Ｏ、地域活動がキーワード。団体運営にお役

立ちの本から活動事例がわかる本まで、現在

は約350冊をそろえています。 

 

本本本本をををを借借借借りるにはりるにはりるにはりるには…………    
 

■初めて書籍を借りる時には、登録が必要で 
す。名前と住所が確認できる身分証明書
（運転免許証、保険証など）をお持ちくだ
さい。登録申込書に記入すると登録完了で
す。貸出カードを発行します。 

 
■借りたい本を窓口にお持ちください。 
 貸出票に記入の上、貸出カードの提示をお
願いします。 

 本は一人２冊まで借りられます。 
 貸出期間は２週間です。 
 

 市民活動や地域活動をしている方やこれか

らしてみたい方、関心のある方は、市民活

動・地域活動の専門書コーナーとして、ぜひ

ご活用ください。 

多賀城市市民活動サポートセンター通信 た+す+と 第6号 2009年5月  

書籍書籍書籍書籍のののの分類分類分類分類（（（（一部一部一部一部））））    
 
□市民活動・ＮＰＯ全般（ＮＰＯとは？など） 
□会計・マネジメント（組織運営など） 
□福祉・医療（障がい者、高齢者など） 
□まちづくり（地域、災害など） 
□子ども（子育て、フリースクールなど） 
□環境（環境教育、リサイクルなど） 
□ハウツー（広報、会議のノウハウなど） 
 

など、分類ごとに書籍を配置しています。 

書籍書籍書籍書籍のののの貸出貸出貸出貸出がががが始始始始まりますまりますまりますまります！！！！    
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□発 行：多賀城市市民活動サポートセンター 

       〒985-0873 多賀城市中央二丁目２５－３ 

       TEL：022-368-7745 FAX：022-309-3706 

□発行日：２００９年４月２０日 

□編 集：特定非営利活動法人せんだい・みやぎＮＰＯセンター 

■たがサポは社会に支えられています 
 

□自動販売機の設置 

たがサポ内に設置している自動販売機の売り上げの一部は、多賀城市内の

市民活動の推進のために使われます。協力企業：宮城中央ヤクルト販売（株） 

□印刷作業室のコピー機 

印刷作業室のコピー機は、コニカミノルタビジネスソリューションズ株式会社の

市民活動を応援するという趣旨により、社会貢献価格にてご提供いただいて

います。 

■『たがサポ』とは？ 
 
 市民の皆さんが行うまちづくりや地域づくりにつながる
活動を総合的に応援することを目的として設置した施設
です。市民・自治会・学校や企業の皆さんとの間で協働
によるまちづくりを推進することも目的にしています。 
 
 開館時間：月～土曜日 午前9時から午後9時30分まで 
        日曜日・祝日 午前9時から午後5時まで 
 休  館 日：毎週水曜日(水曜が休日の場合、翌日) 
        年末年始（12月28日～1月4日） 
 交通案内：ＪＲ仙石線多賀城駅より徒歩12分 
                 駐車場・駐輪場があります 
 
 

 

■『たがサポ』の機能って？ 
 
①市民活動の場の提供 
・貸室（有料） 

市民活動の研修やイベント、会議等に使用できます。 
・交流サロン（予約不要・無料） 

少人数の打合わせや事務作業などに利用できます。 
・レターケース（無料） ※※※※利用申込受付中利用申込受付中利用申込受付中利用申込受付中 
・ロッカー（200円/月） ※※※※利用申込受付中利用申込受付中利用申込受付中利用申込受付中 
・事務用ブース（1,000円/月） 
・印刷作業室 

印刷機（用紙持ち込み/1製版100円/500枚） 
コピー機（10円/枚） 

②市民活動に関する情報の収集・提供 
・情報サロン 

市民活動に関するさまざまな情報があります。 
チラシ・ポスターの受付、図書（閲覧用）、 
助成金情報、ボランティア情報、パソコン 
（作業・インターネット用／無料） 

※※※※団体紹介団体紹介団体紹介団体紹介パンフレット・イベントチラシなどをおパンフレット・イベントチラシなどをおパンフレット・イベントチラシなどをおパンフレット・イベントチラシなどをお持持持持ちくださいちくださいちくださいちください！！！！ 
③市民活動に係る人材の育成・支援 
④市民・企業・行政の連携及び交流の推進 
⑤市民活動に関する相談への対応 

多賀城市市民活動サポートセンター事務局の

スタッフによるブログです。ぜひご覧ください！ 

   http://blog.canpan.info/tagasapo/ 
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 平成21年度に「たがサポ」で予定している講座やイ

ベントをご紹介します。各事業の詳細は随時「た＋

す＋と」やチラシ、「広報多賀城」などでお知らせし

ます。みなさんのご参加をお待ちしています。 

 

●１周年記念事業 

  たがサポ開館から1周年を記念し、「子育て」「地域福祉」

などのテーマトークとパネルディスカッションを開催しま

す。交流会もあります。 
 日程：6月6日（土） 

 会場：市民活動サポートセンター 
 

●ＮＰＯいちから塾 

 ＮＰＯについて知りたい方へ、わかりやすくお伝えする講

座です。ＮＰＯの基礎情報と、毎回テーマを決め、テーマ

に沿った活動の紹介もします。 
 日程：5月23日（土）午後 テーマ「福祉」 

     ※以降、7月・9月・11月・平成22年2月に開催 

 会場：市民活動サポートセンター 

●ＮＰＯマネジメント講座 

 組織運営に必要な知識やコツをお伝えす

る講座です。 
 日程とテーマ：｢広報｣｢組織内の合意形

成｣などのテーマで３講座を開催予定

です。 

 会場：市民活動サポートセンター 
 
 

●たがサポ出前プロジェクト  

  みなさんの住んでいる地区におじゃましてたがサポの活用

方法を紹介します。地区で活動する団体の紹介もあります。 

 今年度は、市役所ロビーや地区公民館、イベントなど

に出前します。お楽しみに！ 
 
 

●地元企業ＣＳＲ調査 

  仙塩地域における企業による地域活動や社会貢献活動の

状況などの現状を調査し、報告会を開催します。 

 ※ＣＳＲ（Corporate Social Responsibility）：企業の社会的責 

任の意 

 報告会は平成22年1月に開催予定です。 

     ロッカー・レターケースロッカー・レターケースロッカー・レターケースロッカー・レターケース利用団体募集利用団体募集利用団体募集利用団体募集 

    ◎ロッカー（200円/月） 20個 

      活動に必要なものを収納しておくことができます。 

    ◎レターケース（無料） 36個 

      郵便・ＦＡＸの受取ができます。 

 利用期間：平成21年6月1日～平成22年5月31日 

 募集期間：4月16日（木）～5月15日（金） 

 申込方法：窓口で配布する「使用許可申請書」に必要事項

を記入の上「団体紹介シート」を添えて申込。 

 ※ロッカーは申込多数の場合は抽選となります。 


